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リジン残基は蛋白質中多く存在し、酵素の活性発現、蛋白質翻訳後修飾、蛋白質核
酸相互作用などに関わっています。麻生先生は酸化損傷により糖部にジカルボニル
基が導入されたDNAが、効率よくアミノ基を修飾することを見出しました。この反応を

利用すれば、リジン修飾を手掛かりとした蛋白質研究が可能になると期待されます。
彼女は、蛋白質核酸クロスリンク形成、近接リジン残基の蛍光修飾に有用なジカルボ
ニル核酸を開発されています。ここではここでの成果を紹介していただきます。
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